
で
あ
る
。
調
査
面
積
は
約
二
三

O
O
~E
で
あ
る
。

す
る
。

殿
院
の
う
ち
、
東
朝
集
殿
の
北
側
の
区
域
の
状
況
の
把
握
を
目
的
と
し
た
も
の

か
の
区
画
溝
と
考
え
ら
れ
る
。

東
区
朝
堂
院
南
面
築
地
（
第
一

―六
七
次
調
在
）

で
あ
る
。

7
 
6
 
5
 
調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

こ
の
調
壺
は
、

一
九
九
七
年
一
月
ー
四
月

宮
殿
・
官
術
跡

奈
良
時
代
1
平
安
時
代
初
期

遺
跡
及
び
木
簡
出
士
遺
構
の
概
要

一
九
九
六
年
度
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
が
平
城

宮
内
に
お
い
て
実
施
し
た
調
査
の
う
ち
、
木
簡
が
出
士
し
た
の
は
以
下
の
三
件

い
わ
ゆ
る
第
二
次
朝
堂
院
（
東
区
朝
堂
院
）
の
南
限
区
画
施

設
と
朝
集
殿
院
の
東
限
区
画
施
設
の
検
出
、
お
よ
び
こ
れ
ら
に
囲
ま
れ
た
朝
集

検
出
し
た
奈
良
時
代
の
主
な
遺
構
は
、
奈
良
時
代
前
半
の
朝
堂
院
南
面
掘
立

4
 

代

表

町

田

章

（
う
ち
削
屑
四
0
二
点
）
出
土
し
た
。

3

発
掘
機
関
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

0
か
ら
一二
点
（
全
て
削
屑
）、

下
層
か
ら
上
層
へ
の
建
て
替
え
の
時
期
の
南
北
溝

S
D
一
七
三
五
一
と
こ
れ
が
東
折
し
た

S
D
一
七
三
互
二
か
ら
計
四
五
六
点

東
西
溝

S
D
一
六
九
四

0
は
、
掘
立
柱
塀

S
A
一
六
九
六

0
の
南
約
一

O
・

五
m
の
位
置
で
こ
れ
に
平
行
し
て
東
西
に
延
び
る
幅
約

―
•
五
m
、
深
さ
約
六

oem
の
素
掘
り
溝
で
あ
る
。
平
城
宮
造
営
当
初
に
作
ら
れ
、
短
期
間
の
う
ち
に

埋
め
戻
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
端
で
は
埋
め
戻
さ
れ
た
後
に
朝
集
殿
院
東

限
築
地

S
A
五
九
八
五
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
位
置
で
急
に
浅
く
な
っ
て

お
り
、
東
に
は
延
び
な
い
。
水
が
流
れ
た
痕
跡
を
示
す
堆
積
も
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
排
水
な
ど
の
た
め
の
溝
で
は
な
く
、
宮
造
営
に
伴
う
何
ら

次
の
南
北
溝

S
D
―
七
―――五

一
と
東
西
溝

S
D
―七―
――五
二
は
東
西
溝

S
D

一
七
三
五

0
と
一
連
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
合
わ
せ
て
述
べ
る
こ
と
に

東
西
溝

S
D
―
七
一二
五

0
は
、
掘
立
柱
塀

S
A
一
六
九
六

0
の
南
約
一
九

m

一
九
九
六
年
一

0
月
し
一
九
九
七
年
二
月

奈
良
•
平
城
宮
跡

奈
良
市
佐
紀
町

柱
塀

S
A
一
六
九
六

0
、
こ
れ
を
奈
良
時
代
後
半
に
建
て
替
え
た
築
地

S
A
-

七

0
1
0
、
朝
集
殿
院
東
面
築
地

S
A
五
九
八
五
、
基
壇
建
物
（
東
朝
集
殿
）

S
B
六
0
0
0
の
ほ
か
、
溝

一
0
条
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
下
層

の
奈
良
時
代
前
半
の
も
の
、
下
層
か
ら
上
層
へ
建
て
替
え
る
時
期
の
も
の
、
上

木
簡
は
、
朝
集
殿
院
内
を
流
れ
る
奈
良
時
代
前
半
の
東
西
溝

S
D
一
六
九
四

2

調
壺
期
間

一
九
九
六
年
（
平
8
)

四
月
ー
七
月

層
の
奈
良
時
代
後
半
の
も
の
の
一一
一
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。

1

所
在
地

8
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の
位
置
で
東
流
す
る
幅
約

一
ｍ
、
深
さ
約
六

〇
釦
の
素
掘
り
溝
で
あ
る
。
東
端
で
北
か
ら
流

れ
て
き
た
南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
七
三
五

一
と
合
流
し
、

東
西
溝
Ｓ
Ｄ

一
七
三
正
三
と
し
て
東
流
す
る
。

合
流
点
で
は
溝
の
底
が
Ｓ
Ｄ

一
七
二
五
〇
の
方

が
高
く
、
滝
状
に
落
ち
て
い
る
状
況
が
み
ら
れ

Ｚや
。南

北
溝
Ｓ
Ｄ

一
七
三
五

一
は
、
朝
堂
院
東
限

か
ら
西
へ
約

一
〇
ｍ
の
位
置
を
南
流
す
る
、
幅

約

一
・
五
ｍ
、
深
さ
約
六
〇
伽
の
素
掘
り
の
溝

で
あ
る
。
北
端
は
朝
堂
院
南
限
よ
り
北
約
二
ｍ

の
位
置
か
ら
始
ま

っ
て
お
り
、
こ
れ
よ
り
北
ヘ

は
延
び
な
い
。
人
為
的
に

一
度
に
埋
め
ら
れ
た

状
況
を
呈
し
て
い
る
が
、
北
端
か
ら
約

一
五
ｍ

の
位
置
よ
り
南
は
埋
上
の
下
に
水
流
に
よ
る
堆

積
を
示
す
と
み
ら
れ
る
砂
層
が
検
出
さ
れ
た
。

朝
堂
院
南
限
区
画
施
設
と
の
関
係
を
み
る
と
、

Ｓ
Ｄ

一
七
三
五

一
は
下
層
掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ

一
六

九
六
〇
の
抜
き
取
り
穴
及
び
上
層
築
地
Ｓ
Ａ

一

七
〇

一
〇
の
基
壇
積
み
土
の
少
な
く
と
も

一
部

を
切

っ
て
い
る
が
、
築
地
北
雨
落
溝
Ｓ
Ｄ

一
七



の
下
層
の
砂
層
か
ら
出
土
し
た
。

0
-
―
に
は
切
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
上
層
築
地

S
A
一
七

0
1
0
の
築
造
過

東
西
溝
S
D
一
七
三
五
二
は
幅
約
ニ
・
八

m
、
深
さ
約
一

m
の
素
掘
り
溝
゜

S
D
一
七
三
五
一
が

S
D
―七―
―一
五
0
と
の
交
点
で
東
折
し
た
も
の
。

S
D
-

七
三
五
一
と
同
時
に
埋
め
ら
れ
て
お
り
、
埋
土
下
に
は

S
D
一
七
三
五
一
と
一

連
の
砂
層
が
堆
積
し
て
い
た
。

S
D
一
七―
――
万
二
を
埋
め
戻
し
た
後
に
朝
集
殿

以
上
三
条
の
溝
は
、
S
D

―
七

一二
五
0
と

S
D

一
七
三
五
一
•
S
D

一
七
―
――

五
二
の
合
流
点
に
お
け
る
堆
積
状
況
か
ら
み
て
、

S
D
一
七
一
二
五

0
の
方
が
他

の
二
条
の
溝
よ
り
も
先
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
が
、
あ
る
時
点
ま
で
は
同
時
に
機

能
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
下
層
掘
立
柱
塀
S
A
一
六
九
六

0
の
抜

き
取
り
後
に
掘
ら
れ
、
上
層
築
地

S
A
―
七

0
1
0
の
基
壇
築
造
過
程
の
あ
る

段
階
ま
で
は
機
能
し
て
い
た
が
、

S
A
一
七

0
1
0
・
S
A
五
九
八
万
の
完
成

時
点
で
は
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
東
区
朝
堂
院
下
層
南
門
・
掘

立
柱
塀
を
す
べ
て
取
り
壊
し
、
上
層
の
南
門

・
築
地
な
ど
を
造
営
し
て
い
る
時

期
に
、
朝
堂
院

・
朝
集
殿
院
の
排
水
を
行
な
う
た
め
の
溝
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

こ
れ
ら
三
条
の
溝
の
う
ち
、
木
簡
は
S
D

一
七
三
五
一
•

S
D

一
七
三
五
ニ

式
部
省
東
方
官
術
（
第
一

―七
一＿
一
次
調
査）

こ
の
調
査
の
発
掘
区
は
平
城
宮
東
南
部
に
位
置
し
、
面
積
は
約
二
四
O
O
NE

一
九
九

0
年
に
行
な
っ
た
第
二

0
五
次
調
壺
以
米
、
平
城
宮
南
面
東
門
で
あ

る
壬
生
門
北
方
の
東
西
両
側
に
、
奈
良
時
代
後
半
の
式
部
省
と
兵
部
省
と
推
定

さ
れ
る
遺
構
を
確
認
し
て
き
た
が
、
今
回
の
調
査
区
は
そ
の
式
部
省
の
官
術
区

画
の
東
方
に
あ
る
官
術
に
あ
た
る
。
こ
の
区
画
に
お
い
て
は
す
で
に
第
二
二

ニ
・
ニ
―
――六・

ニ
五
六
次
の
調
査
に
よ
っ
て
、
奈
良
時
代
前
半
の
式
部
省
、
奈

良
時
代
後
半
の
神
祇
官
西
院
と
推
定
さ
れ
る
官
術
の
遺
構
を
検
出
し
て
お
り
、

間
の
様
相
の
解
明
な
ど
を
目
的
と
し
た
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
基
壇
建
物
二
棟
、
掘
立
柱
建
物

一
七
棟
、
門
三
棟、

掘
立
柱
塀
九
条
、
溝
一
条
、
暗
渠
一
基
、
井
戸
二
基
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

遺
構
は

A
期
（
奈
良
時
代
初
期
）
、

B
期
（
奈
良
時
代
前
半
）
、

C
期
（
奈
良
時
代
前

半
ー
後
半
）
、

D
期
（
奈
良
時
代
後
半
）
、

た
る
変
遷
を
遂
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

E
期
（
長
岡
京
遷
都
後
）
の
五
時
期
に
わ

こ
の
う
ち
木
簡
は

A
期
に
設
け
ら
れ

B
期
ま
で
存
続
す
る
井
戸
S
E
一
七
四

八
八
、

C
期
に
設
け
ら
れ

E
期
ま
で
機
能
し
た
井
戸
S
E
一
七
五

0
五
か
ら
出

S
E
一
七
四
八
八
は
方
形
横
板
組
（
仕
口
は
相
欠
き
）
、
内
法
寸
法
―
―
-＝

-
cm

の
井
戸
枠
を
も
つ
。
井
戸
枠
最
下
段
の
み
が
遺
存
し
、
上
方
は
抜
取
ら
れ
た
痕

跡
を
確
認
し
た
。
木
簡
は
井
戸
枠
内
か
ら
一
二
点
、
抜
取
穴
か
ら
四
点
出
士
し
た
。

S
E

一
七
万
0
五
は
東
西
―
――
•
五
m
南
北
四
m
の
掘
形
の
南
半
部
に
寄
っ
た

れ
る
。

土
し
た
。

今
回
の
調
査
は
こ
の
官
術
の
東
限
の
確
認
、
既
発
掘
区
と
平
城
宮
東
面
築
地
の

院
東
限
築
地

S
A
五
九
八
五
が
作
ら
れ
て
い
る
。

程
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

で
あ
る
。
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位
置
で
井
戸
枠
の
抜
取
穴
と
檜
材
の

一
木
到
抜
き
の
井
筒
を
検
出
し
た
。
井
筒

は
高
さ
約

一
・
八
ｍ
、
外
径

一
・
一
―

一
・
三
ｍ
、
材
厚

一
〇
―
二
〇
伽
で
あ
る
。

一
部
に
樹
度
を
残
し
て
い
る
部
分
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
部
分
の
サ
ン
プ
ル
に
よ

っ
て
年
輪
年
代
測
定
を
行
な
っ
た
結
果
、
養
老
七
年

（七
≡
こ

に
伐
採
さ
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
木
簡
は
掘
形
か
ら

一
点
、
井
戸
枠
抜
取
か
ら

一

四
六
点

（す
べ
て
削
婿
）、
井
筒
内
か
ら
六
六
点

命
つ
ち
削
暦
六
四
点
）
出
土
し
た
。

〓
一　
東
院
園
池
地
区

（第
二
七
六
次
調
査
）

こ
の
調
査
は
平
城
宮
東
張
出
部
の
南
部
に
あ
る
園
池

（東
院
園
池
）
の
復
原

整
備
事
業
に
伴
う
も
の
で
、
南
面
大
垣
Ｓ
Ａ
五
五
〇
五
の
周
辺
の
状
況
を
解
明

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
区
は
三
カ
所
に
分
か
れ
る
が
、

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
そ
の
う
ち
の

一
つ
、
第
四
四
次
既
調
査
区
の
精
査

（約

六
八
〇
∬
）
及
び
第
四
四
次
調
査
で
未
発
掘
の
水
田
畦
畔
部

（約
九
〇
評
）
の
調

査
を
行
な
っ
た
部
分
で
あ
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
Ａ
Ｏ
期
、
Ａ
期
、
Ｂ
期
、
Ｃ
期
、
Ｄ
期
、
Ｅ
期
、
Ｆ
期
、

の
七
期
に
分
か
れ
る
。
木
簡
は
上
層
の
園
池
Ｓ
Ｇ
五
人
Ｏ
Ｏ
Ｂ
の
Ｅ
ｌ
Ｆ
期
に

お
け
る
排
水
溝
Ｓ
Ｄ
五
人
三
〇
Ｂ
か
ら
七
三

一
点

今
つ
ち
削
婿
六
九
九
点
）
が
出

土
し
た
。

Ｃ
ｔ
Ｄ
期
に
お
い
て
は
、
上
層
園
池
の
排
水
溝
と
し
て
Ｓ
Ｄ
五
人
三
Ｏ
Ａ
が

機
能
し
て
い
た
。
こ
れ
は
現
状
で
幅
約

一
・
七
ｍ
、
深
さ
約
五
〇
釦
の
素
掘
り

溝
で
あ
る
。
溝
底
に
お
い
て
五
―
六
ｍ
ご
と
に

一
カ
所
、　
一
対
の
横
木
が
遺
存

し
て
い
る
。
横
木
の
上
に
木
樋
を
据
え
て
暗
渠
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
が
Ｅ
期
に
な
る
と
、
南
面
大
垣
の
下
に
お
い
て
木
樋
暗
渠
が
撤
去
さ
れ
、

石
組
溝
Ｓ
Ｄ
五
人
三
Ｏ
Ｂ
が
設
け
ら
れ
る
。
木
簡
は
こ
の
溝
底
の
堆
積
層
か
ら

出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　

東
区
朝
堂
院
地
区

（第
二
六
七
次
調
査
）

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
一
七
二
五
一

い
　
。
高
椅
武
蔵
志

。
日
日
日

日
日
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含

］
９

×
∞
ｏ
×
卜
　
ｏ
∞
μ

〔
鴨
ヵ
〕

②

　

□
部
麻
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（題
ｙ
∞彙
懇

ａ
∞

①
　
神
亀
元〔酢
ヵ〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ】

東
西
溝
Ｓ
Ｄ

一
七
二
五
三

い

　

「式
部
召
土
師
宿
祢
大
麻
呂
」
　
　
　
　
　
Ｐの睫
含
マ
ト
霞
ｘ

Ｏ
　
・
□
口
日

日
回
□
□
□
□

依
□

・
養
老
六
年
十
月
十
二
日
従
七
位
下
行
大
×

（］ｅ
Ｘ
じ
益

ｏ曽

⑥
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∞
露
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曽
ヵ
〕
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口

□
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〔秦
ヵ
〕

「
□
国
人
刀
良

〔大
ヵ
〕

□
初
位
下
□

名
□

蘇
翠■×

〔雫IE R〕
ヨロ×

□

理繋□

陣

〔相ER〕
墾□×

含 陣□
ノ 憩
他≪■×
肖」
1タ

管半運濡

塗中□

多鰹基×
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日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
国
□
□
□
□
□
□
束
五
把
』
。

（削
り
残
り
）

（∞∞
）
×
∞∞ヽ
×
卜
　
ｏ⇔
釧
キ

・
之
　
之
之

。
□
里
ユ
里
立

口
　
回

『□
□

九
十
九
九
十

日
□

□
　
□
□

（右
側
面
）

（表
面
）

（左
側
面
）

（裏
面
）
Ｐ
∞
６
×
Ｐ
卜
×
∞
　
ｏ
ω
伽
壬

（
『
『
）
×
μ
∞
×
μ
ｏ
　
⇔
μ
Φ

（
『
μ
）
×

（
Ｐ
卜
）
×
］
　
ｏ
∞
Ｐ

Ｏ
伽
９

×

６

）
×
卜
　
ｏ
∞
Ｐ

・
　

　

　

　

　

　

日
□

。
日

□

之
団
之
九
十
九
十

・
　

　

　

　

　

　

口
回

・
　

　

　

　

　

□
□
□
□
□
□

（天
地
逆
）

品期
五
四

玄
春
寮〔廣
ヵ
〕

□
連
□
□

酷
桑
原

（右
側
面
）

（表
面
）

（左
側
面
）

（裏
面
）
騨
∞
Φ
×
μ
Φ
×
∞
　
Φ
い
い
Ｘ

Ｏ
Φ
騨

⇔
Φ
四

〇
Φ
四

〇
Φ
μ

①
は
神
亀
元
年

（七
一
一四
）
の
年
紀
を
も
つ
削
暦
。
い
は
式
部
省
が
発
し
た

召
喚
状
。
召
さ
れ
た
土
師
宿
祢
大
麻
呂
が
、
指
定
さ
れ
た
場
所
に
持
参
し
て
か

ら
捨
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
文
面
上
、
日
付
も
場
所
も
記
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
す
る
と
、
ご
く
近
接
し
た
場
所
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
朝
堂

院
に
お
け
る
政
務
、
儀
礼
に
際
し
、
こ
れ
を
掌
っ
た
式
部
省
が
用
い
た
も
の
か
。

な
お
、
土
師
宿
祢
大
麻
呂
は

『続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
文
武
元
年

全
ハ
九
七
）

一
一
月
に
務
広
津
、
迎
新
羅
客
使
と
し
て
筑
紫
に
赴
き
、
霊
亀
二
年

（七
三
Ｃ

正
月
に
は
正
六
位
上
か
ら
従
工
位
下
に
、
神
亀
元
年
二
月
に
は
従
工
位
上
に
な



っ
て
い
る
人
物
が
み
え
る
が
、
こ
れ
と
同

一
人
か
。
り
は
養
老
六
年

（七
二
一
α

の
文
書
木
簡
の
断
片
。
上
下
端
を
刃
物
で
意
図
的
に
切
断
し
て
廃
棄
。
０
は
散

事
以
下
の
女
官
に
何
か
を
支
給
す
る
こ
と
に
関
わ
る
も
の
か
。
⑩
は
、
稲
に
関

わ
る
木
簡
を
廃
棄
後
二
次
利
用
し
、
郡
名
と
数
量
を
列
記
し
た
横
材
木
簡
。
冒

頭
に

（摂
津
国
）
能
勢

（郡
）
が
み
え
、
次
い
で
山

Ω
目
国
）
と
記
し
た
後
に
山

背
国
の
郡
名
を
挙
げ
る
。
注
意
す
べ
き
は
山
背
国
の
郡
の
配
列
が

『延
喜
式
』

『和
名
類
衆
抄
』
な
ど
と
逆
順
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
都
の
位
置
の
変

更
に
関
わ
る
も
の
か
。
な
お
能
勢
郡
は

『廷
喜
式
』
な
ど
で
も
摂
津
国
の
末
尾

の
郡
で
あ
る
。

次
い
で
こ
れ
ら
が
廃
棄
さ
れ
た
時
期
を
考
え
て
み
る
。
年
紀
の
推
定
で
き
る

も
の
と
し
て
、
①
い
０
が
あ
る
。
①
は
削
居
で
あ
る
か
ら
暫
く
お
く
と
し
て
も
、

い
は
刃
物
で
意
図
的
に
切
断
す
る
よ
う
な
同
様
の
廃
棄
方
法
を
取
る
他
の
文
書

木
筒
の
例
か
ら
考
え
る
と
、　
一
回
的
な
情
報
伝
達
及
び
そ
の
命
令
な
ど
の
実
行

が
完
了
し
た
時
点
で
再
利
用
を
防
ぐ
た
め
に
切
断
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、

長
期
に
わ
た
り
保
管
し
て
内
容
を
参
照
す
る
よ
う
な
文
書
で
は
な
い
と
み
ら
れ

る
。
い
の
場
合
は
作
成
推
定
年
、
つ
ま
り
土
師
宿
祢
大
麻
呂
の
生
存
年
の
幅
が

大
き
す
ぎ
る
が
、
召
喚
状
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば

一
回
的
な
使
用
で
完
了
し

た
と
み
ら
れ
、
廃
棄
時
期
は
土
師
大
麻
呂
の
生
存
年
代
よ
り
大
き
く
降
る
も
の

と
は
思
わ
れ
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
ど
こ
か
で
長
期
間
保
管
さ
れ

た
と
は
考
え
に
く
く
、
使
用
直
後
に
そ
の
場
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

従
っ
て
廃
棄
さ
れ
た
時
期
は
、
養
老
、
神
亀
年
間
を
大
き
く
降
る
も
の
で
は
な

か
ろ
う
。

一
一　
式
部
省
東
方
官
衛

（第
一
一七
三
次
調
査
）

井
戸
Ｓ
Ｅ
一
七
四
人
八

〔券
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〕

嗣
　
　
□
書
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戸
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Ｅ
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〇
五

④
　
・　
　
　
□
四〔断
陛
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四升
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堅
魚
六
斤
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両

海
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エハ
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五
両

・
に
四
口
郭
人
口
塩
四
升
□
回
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Ｎ
Ｓ

〔
賠
ヵ
〕

⑩

　

□
壱
籠
＜
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ｏ】
含
υ

⑩

　

□
□
兵
主
神
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏｏ７

側

　

□
奉
御
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ盟

切

　

□
座
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ潔

側
は
井
戸
枠
内
の
最
下
層
か
ら
出
土
し
た
。

⑬
は
井
筒
内
最
下
層
で
あ
る
青
灰
砂
層
か
ら
出
土
し
た
。
井
戸
が
使
用
さ
れ

て
い
た
時
期
に
枠
内
に
落
下
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
堅
魚
（
復
、
海
藻
、
賠
、

塩
な
ど
の
食
料
品
、
そ
れ
ら
を
盛
る
に
、
杯
と
い
う
器
名
と
数
量
を
書
き
上
げ

た
木
簡
で
、
廷
喜
神
祗
官
式
に
み
え
る
神
餞
の
目
録
に
酷
似
し
た
内
容
を
も
つ
。

壁怒

斗
両

五
×



1996年出上の木簡

木
簡
を
刀
形
に
二
次
的
に
整
形
し
た
も
の
か
。
⑩
の
は
井
筒
内
埋
土
上
層
の
暗

灰
粘
土
層
か
ら
出
土
し
た
。
⑬
は
荷
札
木
簡
の
削
暦
か
。
④
は
神
社
名
を
列
記

し
た
木
簡
の
削
層
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
地
域
が
神
祗
官
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

官
衛
区
画
内
出
上
の
文
字
資
料
と
し
て
特
に
注
目
さ
れ
る
。
ω
の
は
到
抜
き
の

井
筒
の
上
部
に
据
え
ら
れ
て
い
た
井
戸
枠
の
抜
取
穴
の
埋
土
下
部
の
木
居
層
か

ら
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｅ

一
七
五
〇
五
出
土
木
簡
の
約
七
割
は
こ
の
層
の
遺
物
で
、

平
安
初
期
の
井
戸
の
最
終
廃
絶
時
に
投
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
の
意
義
を
、
官
行
の
性
格
と
の
関
わ
り
で
述

べ
て
お
く
。
今
次
調
査
区
の
西
隣
の
第
二
三
六
次
調
査
に
お
い
て
検
出
し
た
式

部
省
東
方
官
衛
西
半
に
つ
い
て
は
、
①
官
衛
の
南
を
東
に
流
れ
る
溝
Ｓ
Ｄ
四

一

〇
〇
か
ら
神
祗
官
に
関
係
す
る
木
簡
や
墨
書
土
器
が
出
上
し
て
い
る
こ
と

（
一

九
六
六
年
の
第
三
二
次
補
足
調
査
、
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
木
簡
』
四

Ｔ

九
八
六
年
〕
参
昭
じ
、
②
北
を
正
面
と
す
る
特
異
な
配
置
を
と
る
格
式
の
高

い
礎
石
建
物
群
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
平
安
宮
の
神
祗
官
西
院
と
建
物

構
成
が
類
似
す
る
こ
と
、
③
宮
の
東
南
隅
と
い
う
位
置
が
平
安
宮
に
お
け
る
神

祗
官
の
位
置
に
近
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
を
神
祗
官
西
院
と
推
定
し
た
。

一
方
、
こ
の
東
側
に
あ
た
る
今
回
の
発
掘
区
の
う
ち
、
二
棟
の
基
壇
建
物
Ｓ

Ｂ

一
七
五
〇
〇
と
Ｓ
Ｂ

一
七
五

一
〇
と
井
戸
Ｓ
Ｅ

一
七
五
〇
五
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
Ｄ
期
の
官
衛
は
、
①
西
隣
の
官
衡
ブ
ロ
ッ
ク
と
道
路
を
は
さ
ま
ず
に
直

接
築
地
で
接
し
て
い
る
こ
と
、
②
東
西
棟
建
物
二
棟
と
こ
れ
に
は
さ
ま
れ
た
井

戸
と
い
う
建
物
配
置
が
平
安
官
の
神
祗
官
東
院
北
半
と
酷
似
す
る
こ
と
、
③
し

か
も
官
衛
内
の
井
戸
Ｓ
Ｅ

一
七
五
〇
五
か
ら
神
祗
官
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
木

簡
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
り
、
神
祗
官
の
実
務
空
間
で
あ
る
東
院
と
推
定
さ
れ

る
。
従
っ
て
、
第
二
三
六
次
調
査
の
成
果
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
奈
良
時
代

後
半
に
お
け
る
式
部
省
東
方
官
衛
は
神
祗
官
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定
し
た
と

言
え
よ
つヽ
。

但
し
、
こ
の
Ｄ
期
の
具
体
的
な
年
代
や
、
木
簡
が
出
土
し
、
養
老
七
年
に
伐

採
さ
れ
た
檜
材
の
井
戸
枠
を
も
つ
井
戸
Ｓ
Ｅ

一
七
五
〇
五
が
設
置
さ
れ
た
Ｃ
期

の
官
衛
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。

三
一　
東
院
園
池
地
区

（第
二
七
六
次
調
査
）

石
組
溝
Ｓ
Ｄ
五
八
三
〇
Ｂ
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回
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□
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ω
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□
位
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□
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散
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ潔

⑩
　
醒
地
鶴
巧
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ置

内
容
上
、
勤
務
評
定
に
関
係
す
る
と
み
ら
れ
る
削
居
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
⑩
に
み
え
る

「吉
弥
侯
」
の
表
記
は
、
天
平
勝
宝
九
歳

（七
五
七
）
三

月
玉

「君
子
都
」
が

「吉
美
侯
部
」
に
改
め
ら
れ
、
そ
の
後
あ
る
時
点
で

「吉

弥
侯
部
」
と
な
っ
て
い
る
の
で

（『続
日
本
紀
』
の
用
例
で
は
天
平
神
護
二
年

〔七

工全
合

以
准
す
べ
て

コ
ロ弥
侯
部
」
の
表
記
を
と
る
）、
こ
れ
以
降
に
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
つヽ
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所
年
報

一
九
九
七
‐
Ⅲ
』

（
一
九
九
七
年
）

同

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
三

（
一
九
九
七
年
）
（古
尾
谷
知
浩
） ３
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